
まちのうごき

（別冊 けいじばん、いきいきカレンダー）

まちからのおしらせ

まちのできごと

ふるさとの誇りを訪ねて

美しい山・川・海　人が躍動する 交流と共生のまち

広報

月号 No.

【写真】

今月の主な内容（Contents）

８

但馬定住自立圏の形成に関する協定を締結

道の駅あまるべオープン

公立香住病院職員、町職員の募集

役場各課などからのお知らせ　　ほか

89
平成 24 年（2012）

2

6

18
20

－ 心を打つ
　　　ふるさとの花火 －

第 35 回香住ふるさとまつり 海上花火大会

　毎年恒例の海上花火大会が 7月 21 日夜に行

われ、約 2,500 発の大輪が人々を魅了。

　その輝きは、真夏の夜空とふるさとを鮮やか

に染め上げました。
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まちからのおしらせまちからのおしらせまちのできごとまちのできごと ま ち の う ご きま ち の う ご き

但馬の団結力、さらに強固に！但馬の団結力、さらに強固に！

但馬定住自立圏の形成に但馬定住自立圏の形成に
関する協定を締結関する協定を締結

　

全
国
的
に
急
激
な
人
口
減
少
と
少
子

高
齢
化
が
見
込
ま
れ
、
社
会
を
取
り
巻

く
状
況
は
大
き
く
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。
そ
の
影
響
は
、
都
市
部
よ
り
地
方

部
で
深
刻
化
し
て
い
て
、
産
業
・
経
済

の
衰
退
、
都
市
部
へ
の
人
口
流
出
に
歯

止
め
が
か
か
ら
ず
、
集
落
の
存
続
さ
え

危
ぶ
ま
れ
て
い
ま
す
。
特
に
財
政
力
の

弱
い
自
治
体
な
ど
で
は
、
住
民
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
が
困
難
に
な
る
こ
と
も
予
想

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
現
状
を
打
開
す
る
た
め
に
、

市
町
村
が
そ
の
枠
組
み
を
超
え
て
連
携

し
、
さ
ま
ざ
ま
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構

築
・
強
化
す
る
こ
と
が
重
要
と
な
っ
て

い
て
、
こ
の
よ
う
な
市
町
村
合
併
と
は

異
な
る
緩
や
か
な
広
域
連
携
の
取
り
組

み
に
、
国
は
財
政
的
な
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

但
馬
に
住
む
人
々
が
安
心
し
て
生
活

で
き
、
但
馬
の
将
来
像
や
一
体
的
な
発

展
を
見
据
え
て
、
今
、
何
を
行
っ
て
い

く
べ
き
か
。
住
民
生
活
に
必
要
な
機
能

や
サ
ー
ビ
ス
を
ど
う
確
保
し
て
い
く
べ

き
か
。
そ
の
命
題
に
挑
む
一
つ
の
取
り

組
み
と
し
て
、
豊
岡
市
、
養
父
市
、
朝

来
市
、
香
美
町
の
但
馬
４
市
町
が
「
但

馬
定
住
自
立
圏
の
形
成
に
関
す
る
協
定
」

を
締
結
し
ま
し
た
（
新
温
泉
町
は
今
年

９
月
以
降
の
協
定
締
結
を
目
指
し
、
現

在
、
調
整
中
）。

●問い合わせ先　役場企画課

▲ 7月 3日、豊岡市立日高健康福祉センターで「但馬定住自立圏の形成に関する協定」の調印を終えた 4市町長
　（左から朝来市の多次市長、豊岡市の中貝市長、養父市の広瀬市長、香美町の長瀬町長）
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一
定
程
度
の
都
市
機
能
を
持
つ
中
心
市
と
、

生
活
面
や
経
済
面
で
深
い
つ
な
が
り
を
持
つ

近
接
す
る
周
辺
市
町
が
、
相
互
に
連
携
し
、

そ
の
役
割
を
分
担
し
な
が
ら
生
活
機
能
を
確

保
す
る
た
め
、
１
対
１
の
協
定
を
締
結
す
る

こ
と
で
形
成
さ
れ
る
圏
域
で
す
。

　

中
心
市
は
、
①
人
口
が
５
万
人
程
度
以
上
、

②
昼
間
人
口
が
夜
間
人
口
を
上
回
る
こ
と
な

ど
の
要
件
を
満
た
す
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
周
辺
市
町
は
中
心
市
と
近
接
し
、

経
済
、
社
会
、
文
化
、
住
民
生
活
な
ど
に
お

い
て
密
接
な
関
係
の
あ
る
市
町
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

年月日 内　容

平成 21年 10 月 16 日 但馬 3市 2町（豊岡市、養父市、朝来市、香美町、新温泉町）

が定住自立圏構想について勉強会を実施

平成 22年 6月 1日 但馬自治会（但馬 3市 2町で構成）において、豊岡市長

が定住自立圏構想への取り組みを提案

平成 23年 2月 23 日 但馬市町長会（但馬 3市 2町の市町長で構成）で、構成

市町が一丸となって定住自立圏構想に取り組むことで合

意

3月 24日 豊岡市長が豊岡市議会で中心市宣言を行う

6月 29日 但馬市町長会で、定住自立圏構想に関する意見交換を実

施

7月 25日 3市 2町の市町長と議長が、定住自立圏構想に関する意

見交換を実施

7月 29日 香美町議会（議員全員協議会）で定住自立圏構想につい

て説明

平成 24年 2月 28 日 但馬市町長会で、6月の各市町議会での関連議案の上程

に向けて調整を行うことで合意

5月 17日 但馬市町長会で協定項目を調整

6月 ・ 香美町議会で「香美町議会の議決に付すべき事件に関

する条例」が可決（18日）

・ 香美町議会で「定住自立圏の形成に関する協定締結議

案」が可決（22日）

7月 3日 「但馬定住自立圏の形成に関する協定」調印式

（表 1）協定締結に至る経過（主に香美町分を掲載）

　

平
成
６
年
の
「
但
馬
理
想
の
都
の
祭
典
」

を
契
機
に
、
広
域
的
な
課
題
に
取
り
組
も
う

と
但
馬
広
域
行
政
事
務
組
合
（
当
時
は
１
市

18
町
で
構
成
）
が
設
立
さ
れ
、
構
成
市
町
が

連
携
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
今
日
に
至
る
ま
で
に
解
決
さ
れ

た
課
題
も
あ
り
ま
し
た
が
、
人
口
減
少
や
少

子
高
齢
化
な
ど
に
は
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い

状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
は
但
馬
地
域
に
限
っ
た
こ

と
で
は
な
く
、
全
国
各
地
で
起
き
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
平
成
20
年
12
月
に
国
は
「
定
住
自

立
圏
構
想
推
進
要
綱
」
を
制
定
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
地
方
圏
に
お
い
て
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
地
域
を
各
地
に
形
成
し
、
地
方
圏
か

ら
都
市
圏
へ
の
人
口
流
出
を
食
い
止
め
る
と

と
も
に
、
都
市
圏
の
住
民
に
も
、
そ
れ
ぞ
れ

の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に

応
じ
た
居
住
の
選
択
肢
を
提
供
し
、
地
方
圏

へ
の
人
の
流
れ
を
創
出
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
す
。

　

平
成
21
年
度
以
降
、
但
馬
の
各
市
町
は
、

国
の
打
ち
出
し
た
定
住
自
立
圏
構
想
に
つ
い

て
検
討
を
重
ね
、
豊
岡
市
を
中
心
市
と
し
て

定
住
自
立
圏
を
形
成
し
よ
う
と
協
議
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
昨
年
３
月
に
は
豊

岡
市
が
中
心
市
宣
言
を
行
い
、
そ
の
後
、
各

市
町
も
必
要
な
手
続
き
を
経
て
、
協
定
の
締

結
に
至
り
ま
し
た
（
表
１
）。

定
住
自
立
圏
と
は
…

協
定
の
締
結
に
至
る
経
過
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まちからのおしらせまちからのおしらせまちのできごとまちのできごと ま ち の う ご きま ち の う ご き

　

７
月
３
日
に
締
結
し
た
こ
の
協
定
で
は
、

中
心
地
の
役
割
を
担
う
豊
岡
市
が
、
香
美
町
、

養
父
市
、
朝
来
市
と
そ
れ
ぞ
れ
１
対
１
の
協

定
を
締
結
す
る
こ
と
で
、
但
馬
圏
域
を
形
成

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
協
定
に
は
、
各
市
町
の
持
つ
課
題

を
整
理
し
、
但
馬
圏
域
全
体
で
解
決
方
策
を

見
出
す
た
め
に
、
そ
し
て
、
北
近
畿
自
動
車

道
、
鳥
取
豊
岡
宮
津
自
動
車
道
、
コ
ウ
ノ
ト

　

７
月
３
日
の
協
定
調
印
式
で
は
、
豊
岡

市
、
養
父
市
、
朝
来
市
、
香
美
町
の
各
議
会

議
長
や
県
関
係
者
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て

臨
席
し
た
岡
本
英
樹
新
温
泉
町
長
が
見
守
る

中
、
中
貝
宗
治
豊
岡
市
長
、
広
瀬
栄
養
父
市

長
、
多
次
勝
昭
朝
来
市
長
、
長
瀬
幸
夫
香
美

町
長
が
協
定
書
に
署
名
し
、
協
定
を
締
結
し

ま
し
た
。

　

協
定
締
結
に
あ
た
り
各
市
町
長
は
「
但
馬

の
団
結
に
変
わ
り
な
い
が
、
こ
の
協
定
の
締

結
で
法
的
な
意
味
で
も
関
係
が
強
ま
る
。
こ

の
制
度
を
う
ま
く
生
か
し
て
連
携
を
深
め
た

い
」（
豊
岡
市
長
）、「
共
通
課
題
の
克
服
に

向
け
て
議
論
を
重
ね
、
よ
り
よ
い
但
馬
づ
く

り
に
向
か
い
た
い
」（
養
父
市
長
）、「
新
た

協
定
の
概
要

協
定
締
結
に
あ
た
り

今
後
の
取
り
組
み

な
る
第
一
歩
。
今
日
ま
で
『
但
馬
は
一
つ
』

を
合
言
葉
に
頑
張
っ
て
き
た
が
、
こ
の
協
定

の
締
結
で
さ
ら
に
関
係
を
深
め
た
い
」（
朝

来
市
長
）、「
各
市
町
の
持
つ
課
題
は
さ
ま
ざ

ま
。
し
か
し
、
共
通
す
る
部
分
も
多
い
。
こ

の
協
定
の
締
結
を
契
機
に
、
そ
れ
ら
を
克
服

し
た
い
。
そ
し
て
、
今
ま
で
以
上
に
各
市
町

が
手
を
携
え
て
、
但
馬
が
一
つ
に
な
る
と
信

じ
て
い
る
」（
香
美
町
長
）
と
強
い
決
意
と

協
定
へ
の
期
待
を
表
明
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
協
定
締
結
を
受
け
、
但
馬
圏
域
全

体
で
目
指
す
べ
き
将
来
像
と
、
そ
の
実
現
の

た
め
に
必
要
と
な
る
具
体
的
な
取
り
組
み
な

ど
を
記
載
し
た
「
但
馬
圏
域
定
住
自
立
圏
共

生
ビ
ジ
ョ
ン
」（
計
画
期
間
は
平
成
24
年
度

か
ら
平
成
28
年
度
ま
で
の
５
年
間
）
を
策
定

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
今
後
設
置
す
る

「
但
馬
圏
域
定
住
自
立
圏
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
懇

談
会
」
で
検
討
を
重
ね
ら
れ
、
４
市
町
の
協

議
を
経
て
、
今
年
９
月
ご
ろ
に
決
定
さ
れ
る

予
定
で
す
。

　

ま
た
、
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
後
に
は
、
生

活
に
必
要
な
機
能
の
確
保
と
地
域
住
民
の
生

命
と
暮
ら
し
を
守
る
た
め
に
中
心
市
と
周
辺

市
町
が
行
う
取
り
組
み
に
対
し
て
、
国
か
ら

財
政
的
な
支
援
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

▲協定書に署名を行う 4市町長（7月 3日）

定住自立圏の形成

定住自立圏共生ビジョン
協定項目に基づき、各種連携事業を展開し、
但馬圏域の発展を図る

豊岡市
（中心市）

拠点施設
都市機能
　　など

（周辺市町）

養父市

朝来市

香美町
観光資源
農林業
水産加工業
　　　など

定住自立圏の形成
に関する協定

リ
但
馬
空
港
な
ど
の
交
通
ア
ク
セ
ス
の
整
備

や
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
な
ど
を
活
用
し
た

観
光
施
策
を
さ
ら
に
充
実
し
た
も
の
と
す
る

た
め
に
「
生
活
機
能
の
強
化
」、「
結
び
つ
き

や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
」、「
圏
域
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
能
力
の
強
化
」
の
３
つ
の
項
目
に
つ

い
て
、
連
携
を
図
る
こ
と
を
明
記
し
て
い
ま

す
（
表
２
）。

中心市、周辺市町の抱える共通の課題の克服や、お互いの持つ機能を補完、高
め合うことで、但馬圏域の発展を図ることが定住自立圏の形成の目的。上の図
はその概略を示すもの。
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（表 2）協定項目

施策分野 連携施策 事業内容
豊
岡
市

養
父
市

朝
来
市

香
美
町

医療

医療体制の確保

医師、看護師などの確保 ○ ― ○ ―

啓発、医療情報の提供 ○ ― ○ ―

医師修学資金貸与事業 ○ ― ○ ―

周産期医療体制および

ネットワークの整備

周産期医療センターの整備 ○ ○ ○ ○

周産期医療ネットワークの構築（妊婦

健診を含む）
○ ○ ○ ○

救急医療体制の充実

ドクターカー運行事業 ○ ○ ○ ○

小児救急電話相談の開設 ○ ○ ○ ○

産業振興

観光の振興 山陰海岸ジオパーク推進事業 ○ ― ― ○

農作物被害防止対策など

の推進

有害鳥獣捕獲の支援および被害防止の

情報交換
○ ○ ― ―

環境 循環型社会の構築 ごみ処理施設整備・運営 ○ ― ― ○

防災 防災力の向上
大規模災害発生時における応援体制の

強化
○ ○ ○ ○

生活機能の強化

施策分野 連携施策 事業内容
豊
岡
市

養
父
市

朝
来
市

香
美
町

地域公共交通

但馬空港の利用促進
但馬空港利用促進、東京直行便の就航

に向けた取組強化
○ ○ ○ ○

地域公共交通の利用促進
広域的な移動手段確保のための鉄道や

バスの利用促進
○ ○ ○ ○

地域内外の住

民との交流・

移住促進

独身男女の出会いの機会

の提供
出会いの機会の提供の連携 ○ ○ ○ ○

結びつきやネットワークの強化

施策分野 連携施策 事業内容
豊
岡
市

養
父
市

朝
来
市

香
美
町

人材の育成 圏域の職員育成
職員研修事業

（但馬広域職員研修の充実）
○ ○ ○ ○

圏域マネジメント能力の強化
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道
の
駅
あ
ま
る
べ

余
部
村 

魚
菜
店

〜 

〝
日
本
海
の
潮
風
〞
と
〝
地
元
の
お
も
て
な
し
〞
が
皆
さ
ん
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す 

〜

７
月
８
日
、
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
！

県
内
で
31
ヵ
所
目
、
町
内
で

は
４
ヵ
所
目
の
道
の
駅
と

な
る
「
道
の
駅
あ
ま
る
べ
」
が
７

月
８
日
に
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。

　

こ
の
施
設
は
、
惜
し
ま
れ
つ
つ

約
１
０
０
年
の
歴
史
に
幕
を
閉
じ

た
余
部
鉄
橋
の
姿
を
後
世
に
伝
え

る
と
と
も
に
、
新
た
な
観
光
拠
点

を
生
み
出
そ
う
と
、
平
成
21
年
に

計
画
さ
れ
た
も
の
。

 
兵
庫
県
と
香
美
町
が
協
力
し
、

平
成
23
年
９
月
に
着
工
、
今
年
６

月
末
に
完
成
し
ま
し
た
。
総
事
業

費
は
約
３
億
１
０
０
０
万
円
。
木

造
平
屋
建
て
３
９
０
㎡
の
施
設
は
、

余
部
地
区
の
静
か
な
漁
村
景
観
に

溶
け
込
む
よ
う
、
船
小
屋
風
の
素

朴
な
味
わ
い
と
な
っ
て
い
て
、
道

路
情
報
の
提
供
や
ド
ラ
イ
バ
ー
の

休
憩
機
能
を
持
つ
道
路
管
理
施
設

と
、
地
域
の
活
性
化
を
目
的
と
し

た
地
域
振
興
施
設
の
機
能
を
併
せ

持
っ
て
い
ま
す
。

　

道
路
管
理
施
設
に
は
周
辺
の
観

光
情
報
の
ほ
か
、
訪
れ
た
人
に
余

部
鉄
橋
の
歴
史
を
伝
え
る
資
料
を

展
示
。
ま
た
、
地
域
振
興
施
設
は

「
余
部
村 

魚
菜
店
」
と
し
て
日
本

海
で
捕
れ
た
新
鮮
な
魚
介

類
や
地
元
農
産
物
、
余
部

鉄
橋
グ
ッ
ズ
を
販
売
す
る

ほ
か
、
海
の
幸
を
生
か
し

た
食
事
も
提
供
し
ま
す
。

　

運
営
は
、
地
元
余
部
地

区
の
皆
さ
ん
２
１
７
戸
が

出
資
す
る
「
あ
ま
る
べ
振

興
会
」（
山
本
美
津
男
会

長
）
が
行
い
、
訪
れ
る
人

を
お
も
て
な
し
し
ま
す
。

オ
ー
プ
ン
前
日
に
行

わ
れ
た
完
成
記
念

式
典
に
は
関
係
者
約
50
人

が
出
席
。
冒
頭
、
あ
い
さ

つ
に
立
っ
た
長
瀬
町
長

は
「
地
元
の
皆
さ
ん
の
熱

意
が
本
日
結
実
し
ま
し
た
。
こ
の

道
の
駅
が
、
観
光
客
の
憩
い
の
場

は
も
と
よ
り
、
余
部
地
域
の
心
の

よ
り
ど
こ
ろ
、
地
域
活
力
の
源
と

な
る
こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て
い
ま

す
」
と
期
待
を
込
め
て
い
ま
し
た
。

▲道の駅あまるべの完成をテープカットで祝う関係者
　（7月 7日、完成記念式典）
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道
の
駅
あ
ま
る
べ
が
オ
ー
プ

ン
を
迎
え
た
７
月
８
日
。

午
前
10
時
の
開
店
を
待
ち
き
れ
ず

に
、
施
設
前
に
は
町
内
外
か
ら
家

族
連
れ
な
ど
多
く
の
人
が
集
ま
り

ま
し
た
。
こ
の
日
を
祝
っ
て
行
わ

れ
た
雅
の
会
（
香
住
区
鎧
）
の
皆

さ
ん
に
よ
る
傘
踊
り
の
あ
と
、
馬

場
駅
長
の
掛
け
声
と
と
も
に
道
の

駅
が
産
声
を
上
げ
ま
し
た
。

先
着
３
０
０
人
に
用
意
さ
れ

た
記
念
の
紅
白
も
ち
が

あ
っ
と
い
う
間
に
な
く
な
る
ほ
ど

の
大
盛
況
で
、
日
本
海
で
捕
れ
た

新
鮮
な
魚
介
類
、
地
元
の
皆
さ
ん

が
丹
精
込
め
て
作
っ
た
農
産
物
の

販
売
コ
ー
ナ
ー
に
は
長
蛇
の
列
が

で
き
る
ほ
ど
。
施
設
内
は
、
木
の

香
り
が
漂
う
落
ち
着
い
た
雰
囲
気

で
、
余
部
鉄
橋
の
資
料
に
見
入
る

人
、
お
土
産
の
販
売
コ
ー
ナ
ー
で

さ
ま
ざ
ま
な
商
品
を
手
に
取
っ
て

買
い
求
め
る
人
、
新
鮮
な
野
菜
や

旬
の
魚
な
ど
を
使
っ
た
浜
う
ど
ん

や
海
カ
レ
ー
、
魚
菜
丼
な
ど
に
舌

鼓
を
打
つ
人
な
ど
、
皆
さ
ん
が
思

い
思
い
に
道
の
駅
あ
ま
る
べ
を
楽

し
ん
で
い
る
様
子
で
し
た
。

現
地
保
存
さ
れ
て
い
る
余
部

鉄
橋
の
３
本
の
橋
脚
が
、

展
望
施
設
「
空
の
駅
」
と
し
て
生

ま
れ
変
わ
る
の
は
来
年
の
予
定
。

　

見
渡
せ
ば
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー

ク
、
見
上
げ
れ
ば
余
部
橋
り
ょ
う

を
ゆ
う
ゆ
う
と
走
る
列
車
、
そ
し

て
、来
年
完
成
予
定
の
「
空
の
駅
」。

観
光
施
設
と
し
て
、
ま
た
地
域
活

力
の
発
信
拠
点
と
し
て
、
道
の
駅

あ
ま
る
べ
の
発
展
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

　7月 8 日にオープンした道の駅あまるべ
は、日本海で捕れた新鮮な海産物、地元の
旬の農産物を販売するだけでなく、それら
を生かした、ここでしか味わえない料理を
堪能できます。また、施設内では余部鉄橋
の歴史や架け替え工事の記録映像を常時放
映していて、目で、耳で、舌で余部を感じ
ることができます。
　今後、道の駅あまるべが皆さんに愛され、
親しまれる憩いの場となるよう、精一杯取
り組みます。
　スタッフ一同、皆さんのご来場を心から
お待ちしておりますので、ぜひお立ち寄り
ください。

道の駅あまるべを目指して

皆さんに愛される

道の駅あまるべ

駅長馬場幸男

【写真】
四季折々の地元産農産物を販売（右）、道路管理施設には余部鉄橋の資料を展示（左上）、
食事コーナーでは海鮮バーベキュー（要予約）も楽しめる（左下）

【写真】
オープンに先立ち行われた、雅の会（鎧区）の皆さんによる傘踊り（右）、
新鮮な魚介類を販売（左上）、多くの人で賑わったオープン初日（左下）

▲ 道の駅あまるべで押すこと
のできるスタンプ

■住所
　〒 669-6671
　香住区余部 1723 番地の 4
■℡＆ Fax
　0796・20・3617
■ホームページ
　http://michinoeki-amarube.com/
■営業時間
　9:00 ～ 18:00（7・8月は 19:00）
■定休日
　毎週火曜日

【道の駅あまるべ】
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まちからのおしらせまちからのおしらせまちのできごとまちのできごと ま ち の う ご きま ち の う ご き

公
立
香
住
病
院 

職
員
の
募
集

●
問
い
合
わ
せ
（
提
出
）
先　

公
立
香
住
病
院
事
務
局

試
験

　

９
月
23
日
（
日
）
に
事

務
能
力
・
性
格
検
査
と
個

別
面
接
を
行
い
ま
す
。
詳

し
い
試
験
日
時
な
ど
は
、

応
募
者
に
個
別
に
通
知
し

ま
す
。

申
込
方
法

　

市
販
の
履
歴
書
（
写
真

貼
付
）
に
免
許
ま
た
は
資

格
の
写
し
（
取
得
見
込
み

の
人
は
そ
の
証
明
書
）
を

添
付
し
て
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

提
出
期
限

　

９
月
10
日
（
月
）
ま
で

の
平
日
午
前
８
時
30
分
か

ら
午
後
５
時
15
分
の
間
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
郵
送
の
場
合
は

９
月
10
日（
月
）必
着
で
す
。

発
表

　

10
月
中
旬
に
受
験
者
に

個
別
に
通
知
し
ま
す
。

職種

採用

予定

人数

勤務時間 初任給月額 受験資格など

薬剤師 1人 8:30 ～ 17:15
大学 6卒…220,200 円
大学 4卒…197,600 円

　昭和42年 4月 2日以降に生まれた人で、
薬剤師の免許を持つ人、または平成 25年
3月末までに取得見込みの人

診療放射線
技師

1人 8:30 ～ 17:15 短大 3卒…174,600 円
　昭和42年 4月 2日以降に生まれた人で、
診療放射線技師の資格を持つ人、または
平成 25年 3月末までに取得見込みの人

臨床検査
技師

1人 8:30 ～ 17:15 短大 3卒…174,600 円
　昭和42年 4月 2日以降に生まれた人で、
臨床検査技師の資格を持つ人、または平
成 25年 3月末までに取得見込みの人

作業療法士 1人 8:30 ～ 17:15 短大 3卒…174,600 円
　昭和42年 4月 2日以降に生まれた人で、
作業療法士の資格を持つ人、または平成
25年 3月末までに取得見込みの人

看護師 若干名
8:30 ～ 17:15
（夜勤などあり）

短大 3卒…188,900 円
　昭和42年 4月 2日以降に生まれた人で、
看護師の免許を持つ人、または平成 25年
3月末までに取得見込みの人

介護員 若干名
8:30 ～ 17:15
（夜勤などあり）

短大 2卒…158,600 円
　昭和42年 4月 2日以降に生まれた人で、
介護福祉士の資格を持つ人、または平成
25年 3月末までに取得見込みの人

職種・採用予定人数・受験資格など

※初任給月額は基準額であり、前歴（学歴、職歴）によって加算があります。
※扶養手当、通勤手当、期末手当、勤勉手当などの支給があります。
※ すべての職種において、免許および資格を取得する見込みの人が取得期限までに取得できなかった場合、試験に合格
しても採用される資格を失います。

平
成
25
年
４
月
１
日
付
採
用
（
正
規
職
員
）

職種 採用予定人数 受験資格など

薬剤師
（正規）

1人 　昭和 41年 4月 2日以降に生まれた人で、薬剤師の免許を持つ人

看護師
（正規）

若干名 　昭和 41年 4月 2日以降に生まれた人で、看護師の免許を持つ人

介護員
（嘱託）

1人
　昭和 41 年 4月 2日以降に生まれた人で、ホームヘルパー 2級以上または
介護福祉士の資格を持つ人

職種・採用予定人数・受験資格など

試
験

　

事
務
能
力
・
性
格
検
査
と
個
別
面
接

を
行
い
ま
す
（
介
護
員
は
個
別
面
接
の

み
）。
詳
し
い
試
験
日
時
な
ど
は
、
応

募
者
に
個
別
に
通
知
し
ま
す
。

申
込
方
法

　

市
販
の
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
に
免

許
ま
た
は
資
格
の
写
し
を
添
付
し
て
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

平
成
24
年
度 

中
途
採
用
（
正
規
・
嘱
託
職
員
）

受付期間 試験日

第 1回 8月 9日（木）～ 31日（金） 9月 13日（木）

第 2回 9月 14日（金）～ 28日（金） 10月 11 日（木）

第 3回 10月 12 日（金）～ 31日（水） 11月 8日（木）

第 4回 11月 9日（金）～ 30日（金） 12月 13 日（木）

受付期間・試験予定日など

※ すべての受付期間において、受付時間は平日の 8:30 ～ 17:15 で、郵送の場
合は各受付期間内に必着したものに限ります。

※ 上記 4回の試験日を予定していますが、採用予定人数が確保でき次第、受
け付けを終了します。

※ 上記 4回の試験日において、採用予定日はその試験日の属する月の翌月の
1日付となります（例えば、第 1回試験の場合、採用予定日は 10 月 1 日付）。
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【主なマークの意味】

…支援…お知らせ …募集 …開催 …医療 …防災…生活 …健康 …福祉 …その他

保
育
所
保
育
料
金
の
一
部
を
軽
減

平
成
24
年
度

●
問
い
合
わ
せ
先　

町
教
育
委
員
会
こ
ど
も
教
育
課

町
職
員
（
嘱
託
・
臨
時
）
の
募
集

●
問
い
合
わ
せ
（
提
出
）
先　

役
場
総
務
課
・
各
地
域
局

嘱
託
職
員
（
平
成
25
年
４
月
１
日
付
採
用
）

職種（勤務場所）、採用予定人数

　①歯科衛生士（兎塚・川会歯科診

療所）…1人

　②歯科衛生士（役場本庁舎健康課）

…1人

採用予定日

　①、②いずれも平成 25 年 4 月 1

日付

勤務時間

　① 9:00 ～ 17:45（変則勤務あり）

　② 8:30 ～ 17:15（週 4.5 日勤務）

賃金など

　①、②いずれも月額 165,000 円

　社会保険・雇用保険加入、通勤手

当支給

応募資格

 　①、②いずれも昭和 37 年 4 月 2

日以降に生まれ、歯科衛生士免許を

持つ人、または平成 25年 3月末ま

でに取得見込みの人

応募方法

　市販の履歴書（写真貼付）に免許

の写し（取得見込みの人はその証明

書）を添付して提出してください。

　9月 22 日（土）9:00 から役場本

庁舎で事務能力検査と個別面接を行

います。

応募期限

　9月 7日（金）

臨
時
職
員
（
今
年
９
月
１
日
付
採
用
）

職種（勤務場所）、採用予定人数

　①調理員（柴山保育所）…1人

　②介護保険認定調査員（役場本庁

舎福祉課）…2人

採用予定日

　①、②いずれも 9月 1日付

勤務時間

　①月～木曜日は 8:30 ～ 12:30 で、

金曜日のみ 8:00 ～ 16:45（土曜日

に半日勤務の場合あり）

　② 8:30 ～ 17:15（週 5日勤務）

賃金など

　①半日 3,200 円

　②日額 6,700 円

　①、②いずれも雇用保険加入、通

勤手当支給（②は社会保険も加入）

応募資格

 　①、②いずれも昭和 30 年 4 月 2

日以降に生まれ、町内に住所のある

健康な人

　②は上記に加え、普通自動車運転

免許を持つ人

応募方法

　市販の履歴書（写真貼付）を提

出してください。①、②いずれも 8

月下旬に面接を行います。

応募期限

　8月 22日（水）

　

子
育
て
世
代
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
し

よ
う
と
、
今
年
度
の
「
保
育
所
保
育
料
の

徴
収
基
準
額
表
」
の
一
部
を
改
正
し
ま
し

た
（
左
表
）。

各月初日の階層区分 月額徴収金基準額

階層 定義 ３歳未満児 ３歳以上児

第１ 生活保護法による被保護世帯 0円 0円

第２
第 1･4･5･6･7 階層を
除き、前年度分の所
得の町民税額の区分

 町民税非課税世帯 6,300 円
（7,200）

4,200 円
（4,800）

母子・身体障害者（児）など 0円 0円

第３
 町民税課税世帯 13,600 円

（16,500）
11,500 円
（14,000）

母子・身体障害者（児）など 12,900 円
（15,500）

10,800 円
（13,000）

第４

第 1階層を除き、前
年分の所得税額の区
分（住宅取得等特別
控除は反映しない）

40,000 円未満 21,000 円
（22,500）

18,900 円
（20,200）

第５ 40,000 円以上 103,000 円未満 28,900 円 26,900 円

第６ 103,000 円以上 413,000 円未満 33,500 円 31,900 円

第７ 413,000 円以上 36,000 円 34,600 円

●平成 24 年度 保育所保育料の徴収基準額表

※カッコ書きは、改正前の保育料
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 平成 23 年度の使途別の寄付金額など

番号 項　目 主な使途 件　数 金　額

①
将来を担う小・中学生の調和のとれ
た教育の推進と教育環境の整備

自然学校、ふるさと教育、トライやる・
ウィークなどの実施

719 件 1,018 万円

②
多彩な資源を生かして観光対策の推
進を図る事業

観光資源のＰＲ、但馬牛食まつり、香住ふ
るさとまつりなどの実施

312 件 423 万円

③
山と海との特色ある産業の振興を図
る事業

地産地消の推進、魚食普及、水産加工業な
どの支援

432 件 552 万円

④ 活力ある福祉社会の創造を図る事業
子育て支援、地域見守り活動などの支援、
妊婦検診支援、出産祝金の支給など

103 件 257 万円

⑤
町民と行政が一体となったまちづく
り運動の推進を図る事業

花フェスタ、あいさつ運動などの実施、歴
史文化講座、まちづくり活動などの支援

54件 64 万円

⑥
幹線交通ネットワークの整備促進を
図る事業

町道の新設、改良など 58件 73 万円

合　計 ー 1,678 件 2,387 万円

※件数は複数の使途事業を希望された人もあり、実際の寄附件数とは一致しません。

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の
ご
紹
介

●
問
い
合
わ
せ
（
申
し
込
み
）
先　

役
場
総
務
課

皆
さ
ん
の
力
が
「
ふ
る
さ
と
香
美
」
を
育
て
ま
す

　

香
美
町
ご
出
身
の
方
を
は
じ
め
、
全
国

か
ら
「
ふ
る
さ
と
香
美
町
づ
く
り
」
に
多

く
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
心
か
ら
感
謝

い
た
し
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
の
寄
付
金
は
１
５
７
５
件
、

２
３
８
７
万
円
で
し
た
。
寄
付
金
は
町
の

基
金
に
積
み
立
て
、
ご
寄
付
い
た
だ
い
た

方
々
の
ご
意
向
に
沿
う
よ
う
、
ま
ち
づ
く

り
に
役
立
て
て
い
く
予
定
で
す
。

　

今
年
度
も
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
の
で
、

ふ
る
さ
と
香
美
町
に
特
別
な
想
い
を
お
持

ち
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
、
香
美
町
の
施
策

や
取
り
組
み
に
ご
賛
同
い
た
だ
け
る
皆
さ

ま
か
ら
の
温
か
い
ご
支
援
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

◇
寄
付
の
方
法

　

電
話
な
ど
で
ご
連
絡
い
た
だ

け
れ
ば
、役
場
か
ら
「
納
付
書
」

な
ど
の
関
係
書
類
を
お
送
り
し

ま
す
。

◇
住
民
税
・
所
得
税
の
控
除

　

寄
付
を
し
て
い
た
だ
い
た
額

の
う
ち
２
０
０
０
円
を
超
え
る

分
が
住
民
税
・
所
得
税
の
控
除

対
象
と
な
り
ま
す
。

◇
町
か
ら
の
お
礼

　

「
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
」
に

よ
り
５
０
０
０
円
以
上
寄
付
を

し
て
い
た
だ
い
た
方
に
は
、
町

内
の
豊
か
な
自
然
が
育
ん
だ
特

産
品(

２
０
０
０
円
相
当)
を

お
贈
り
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

海
外
研
修
費
用
の
助
成

　

国
際
的
で
豊
か
な
人
間
性
を
養
う
た
め
に

海
外
研
修
な
ど
を
行
う
場
合
、
そ
の
旅
費
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。

対
象
者

　

町
内
に
住
所
が
あ
る
小
・
中
学
生
や
高
校
生

助
成
の
額

　

経
費
の
２
分
の
１
以
内
（
上
限
10
万
円
）

全
国
大
会
出
場
費
用
の
助
成

　

ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
の
全
国
大
会
（
国
外
大

会
）
に
出
場
す
る
場
合
、
そ
の
旅
費
の
一
部

を
助
成
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
学
校
の
部
活
動
な
ど
で
出
場
す

る
場
合
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

対
象
者

　

町
内
に
住
所
が
あ
る
人

助
成
の
額

　

旅
費
の
２
分
の
１
以
内

　

 （
国
内
の
場
合
は
上
限
３
万
円
、

国
外
の
場
合
は
上
限
10
万
円
）

全
国
大
会
出
場

海
外
研
修
費
を
助
成

●
問
い
合
わ
せ
先　

　
　
　
　
　

町
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
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町
で
は
、
雇
用
拡
大
と
産
業
振
興
を
図
る

た
め
「
企
業
立
地
促
進
条
例
」
と
「
若
者
雇

用
促
進
奨
励
金
交
付
要
綱
」
を
制
定
し
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

企
業
・
事
業
所
の
新
規
雇
用
を
支
援
し
ま
す
！

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
観
光
商
工
課
・
各
地
域
局

雇
用
の
拡
大
と
産
業
振
興

◇
企
業
立
地
促
進
条
例
と
は
…

一
定
要
件
を
満
た
す
新
・
増
設
の
企
業
を
対

象
と
し
、
工
場
な
ど
の
設
置
や
新
規
雇
用
を

奨
励
す
る
も
の

◇
若
者
雇
用
促
進
奨
励
金
交
付
要
綱
と
は
…

 

企
業
立
地
促
進
条
例
の
対
象
外
の
新
・
増
設

の
企
業
や
す
で
に
操
業
し
て
い
る
事
業
所
で

の
若
者
の
雇
用
を
奨
励
す
る
も
の

条
例
と
要
綱
の
概
要

企
業
立
地
促
進
条
例

若
者
雇
用
促
進
奨
励
金
交
付
要
綱

交
付
対
象
と
な
る
雇
用
条
件

町
内
に
住
所
を
有
す
る
人
を
新
規
に
雇
用

町
内
に
住
所
を
有
す
る
35
歳
未
満
の
人
を

新
規
に
雇
用

交
付
対
象
と
な
る
投
資
額

土
地
、
建
物
、
償
却
資
産
の
取
得
費
が
５

０
０
０
万
円
以
上

無
し

業
種

農
林
業
、
漁
業
、
製
造
業
、
情
報
通
信
業
、

運
輸
業
、
卸
売
業
、
飲
食
業
、
宿
泊
業
、
サ
ー

ビ
ス
業

業
種
の
指
定
は
無
し

除
外
企
業

風
俗
営
業
お
よ
び
性
風
俗
関
連
特
殊
営
業

の
企
業

・ 

風
俗
営
業
お
よ
び
性
風
俗
関
連
特
殊
営

業
の
事
業
所

・ 

町
か
ら
運
営
費
な
ど
の
補
助
を
受
け
て

い
る
事
業
所

従
業
員
の
身
分

常
時
雇
用
さ
れ
る
人

常
時
雇
用
さ
れ
る
人

交
付
対
象
人
数

初
年
度
は
３
人
以
上

１
人
か
ら

交
付
対
象
時
期

工
場
な
ど
の
新
増
設
の
と
き
か
ら
５
年
間

対
象
者
が
あ
れ
ば
毎
年
で
も
可

交
付
額

1
人
あ
た
り
15
万
円

1
人
あ
た
り
10
万
円

交
付
限
度
額

６
０
０
万
円

無
し

交
付
対
象
に
な
る
雇
用
年
数

１
年
以
上

３
年
以
上

奨
励
金
の
請
求

雇
用
し
た
日
か
ら
１
年
後

雇
用
し
た
日
か
ら
１
年
後

交
付
対
象
と
な
る
被
雇
用
者
の

雇
用
年
数
経
過
後
の
報
告
義
務

必
要
無
し

雇
用
し
た
日
か
ら
３
年
後
に
報
告
必
要

香住小学校新校舎

間もなく完成！
　昨年 8月から建築工事を行っている香住小学校

新校舎が間もなく完成します。

　この完成に併せ、次の行事などを予定していま

すので、皆さんお誘い合わせの上、ぜひ香住小学

校へお越しください。

　旧校舎は 9月下旬頃から取り壊す予定で

す。そこで、取り壊し前に自由見学会を行い

ます。お盆休みで帰省した友人などとご一緒

に、思い出の校舎を見学してみませんか。

とき

　8月 13日（月）、14日（火）

　いずれも 10:00 ～ 15:00（12:00 ～ 13:00 は除く）

見学方法

　 　旧校舎職員玄関に備え付けの受付簿に氏

名など記入し、自由に見学してください（新

校舎内部の見学はできません）。

問い合わせ先

　・町教育委員会教育総務課

　・香住小学校　℡ 0796・36・0002

とき

　9月 22日（土）14:00 ～ 16:00

見学方法

　 　新校舎玄関ホールで受け付け（14:00 ～）

を行ってください。当日は旧校舎も自由に

見学できます。

問い合わせ先

　町教育委員会教育総務課

旧 校舎の自由見学 新 校舎の一般公開

▲ 

思
い
出
の
詰
ま
っ
た
旧
校
舎
（
写
真

右
）
と
新
し
い
学
び
舎
と
な
る
新
校

舎
（
写
真
左
）
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まちからのおしらせまちからのおしらせまちのできごとまちのできごと ま ち の う ご きま ち の う ご き

けけ
んん

ここ
うう広

場
広
場

あ
な
た
を
〝
が
ん
〞
か
ら
守
る
の
は
、
あ
な
た
自
身
で
す
！

　
　
　
　
　
　
　
　

〜 

「
が
ん
予
防
講
演
会
」
と
「
が
ん
予
防
展
」
を
開
催 

〜 

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
健
康
課

　

が
ん
は
、
日
本
人
の
死
亡
総
数
の
約
３
割
を
占
め
、

死
亡
原
因
の
ト
ッ
プ
で
す（
平
成
21
年
厚
生
労
働
省「
人

口
動
態
調
査
」）。
ま
た
、
本
町
も
同
様
の
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
対
処
法
は
早
期
発
見
、
早
期
治

療
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
７
月
14
日
に
開
催
さ
れ
た
「
が
ん
予
防
講
演

会
」
と
「
が
ん
予
防
展
」
の
様
子
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

香
美
町
健
康
づ
く
り
事
業
の
一
環
と
し

て
、
が
ん
の
正
し
い
知
識
を
学
び
、

そ
の
予
防
や
治
療
に
つ
な
げ
よ
う
と
７
月
14

日
、
香
住
文
化
会
館
で
が
ん
予
防
に
関
す
る

講
演
会
や
展
示
会
が
行
わ
れ
、
訪
れ
た
約
３

０
０
人
の
皆
さ
ん
は
、
笑
う
こ
と
を
取
り
入

れ
た
運
動
を
し
た
り
、
熱
心
に
講
演
を
聞
き

入
っ
た
り
し
ま
し
た
。
ま
た
、
が
ん
に
関
す

る
展
示
で
は
、
パ
ネ
ル
に
よ
る
が
ん
の
紹
介

の
ほ
か
、
野
菜
を
使
っ
た
料
理
の
試
食
コ
ー

ナ
ー
や
ス
ト
レ

ス
度
を
チ
ェ
ッ

ク
で
き
る
コ
ー

ナ
ー
な
ど
も
あ

り
、
来
場
者
は
、

五
感
を
活
用
し

て
が
ん
予
防
に

つ
い
て
学
ん
で

い
ま
し
た
。

講
演
会
の
冒
頭
で
は
、
イ
ン
ド
で
考
案

さ
れ
、
笑
い
と
深
い
呼
吸
を
行
う
ヨ

ガ
の
手
法
を
組
み
合
わ
せ
た
「
笑
い
ヨ
ガ
」

が
来
場
者
に
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
笑
い

ヨ
ガ
は
、
現
在
、
世
界
70
ヵ
国
あ
ま
り
で
約

１
万
も
の
サ
ー
ク
ル
が
開
催
さ
れ
て
い
て
、

体
の
免
疫
力
ア
ッ
プ
と
い
き
い
き
と
し
た
日

常
生
活
に
効
果
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

講
師
は
、
大
阪
市
を
中
心
に
長
年
笑
い
ヨ

ガ
の
普
及
を
行
っ
て
き
た
池
川
成せ

い

こ子
さ
ん
。

「
笑
い
は
ジ
ョ

ギ
ン
グ
と
同
じ

全
身
運
動
。
健

康
づ
く
り
に
役

立
ち
ま
す
。
で

も
、
そ
れ
だ
け

で
は
な
く
、
大

き
な
声
で
笑
う

こ
と
で
、
豊
か

で
前
向
き
な
気

持
ち
に
な
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
最
初
は
作
り
笑
い
で
も
、

す
ぐ
に
心
の
底
か
ら
笑
え
る
よ
う
に
な
り
ま

す
」
と
会
場
に
説
明
。
来
場
者
は
、
池
川
さ

ん
の
手
拍
子
や
掛
け
声
に
合
わ
せ
て
「
ホ
ッ
、

ホ
ッ
、
ハ
ハ
ハ
」
と
笑
い
ヨ
ガ
の
呼
吸
法
を

行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
笑
い
ヨ
ガ
に
は
乾
杯

や
握
手
な
ど
、
日
常
生
活
の
ち
ょ
っ
と
し
た

ポ
ー
ズ
も
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
て
、
最
初
は

だ
れ
も
が
照
れ
く
さ
そ
う
で
し
た
が
、
い
つ

の
間
に
か
会
場
に
は
笑
顔
が
あ
ふ
れ
て
い
ま

し
た
。

そ
の
後
、
香
住
区
駅
前
出
身
で
兵
庫
県

立
が
ん
セ
ン
タ
ー
院
長
で
も
あ
る
西

村
隆り

ゅ
う
い
ち
ろ
う

一
郎
医
師
が
「
が
ん
の
最
新
情
報　

〜

予
防
か
ら
治
療
ま
で
〜
」
と
題
し
て
講
演
さ

れ
ま
し
た
。
西
村
医
師
は
、
日
本
の
が
ん
や

そ
の
検
診
の
現
状
、
ま
た
女
性
特
有
の
が

ん
（
子
宮
頸け

い

が
ん
、
子
宮
体た

い

が
ん
、
卵
巣
が

ん
）
な
ど
に
つ
い
て
詳
し
く
説
明
。
こ
の
う

ち
、
子
宮
頸
が
ん
が
若
年
層
に
広
が
っ
て
い

る
こ
と
や
、
検

診
率
が
低
い
こ

と
、
ま
た
予
防

ワ
ク
チ
ン
の
有

用
性
な
ど
を
指

摘
。「
１
に
予

防
、
２
に
検
診
、

３
に
早
期
治
療

で
、
子
宮
頸
が

ん
を
撲
滅
で

き
ま
す
。
ぜ
ひ
、

予
防
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
」
と
訴
え
ま
し
た
。

来
場
者
の
一
人
は
「
が
ん
は
と
て
も
怖

い
病
気
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
正

し
い
知
識
を
持
っ
て
、
き
ち
ん
と
し
た
予
防

を
す
れ
ば
特
別
扱
い
し
な
く
て
も
い
い
の
だ

と
感
じ
ま
し
た
。
食
生
活
な
ど
を
見
直
す
と

と
も
に
、笑
う
こ
と
も
大
事
に
し
た
い
で
す
」

と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

▼がんの最新情報を説明する西村院長

▲ストレス度チェックを行う来場者

▲池川さんの掛け声に合わせて笑いヨガを行う会場の皆さん
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台
風
と
は
、
熱
帯

地
方
の
高
温
海
水

域
で
生
ま
れ
た
低

気
圧
の
う
ち
、
最
大

風
速
が
毎
秒
約
17

ｍ
以
上
（
10
分
間
平

均
）
の
も
の
を
指

し
、
そ
の
多
く
が
日
本
の
は
る
か
南
の
低
緯

度
帯
で
発
生
し
ま
す
。

　

発
生
直
後
は
、
北
東
貿
易
風
の
影
響
を
受

け
て
東
か
ら
西
に
流
さ
れ
な
が
ら
進
み
ま
す

が
、
日
本
に
近
づ
く
と
偏
西
風
の
影
響
を
受

け
、
西
か
ら
東
に
流
さ
れ
な
が
ら
進
み
ま
す
。

こ
の
た
め
、
多
く
の
台
風
は
発
生
か
ら
消
滅

ま
で
放
物
線
を
描
く
進
路
を
と
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

さ
て
、
日
本
に
被
害
を
及
ぼ
す
台
風
は
ど

の
よ
う
な
も
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
「
台

風
が
発
生
す
る
高
温
海
水
域
の
位
置
」と「
高

気
圧
の
張
り
出
し
具
合
」
に
よ
り
ま
す
。

　

春
先
、
台
風
は
比
較
的
赤
道
に
近
い
場
所

で
発
生
し
、
日
本
に
あ
ま
り
影
響
を
及
ぼ
し

ま
せ
ん
。
夏
場
、
海
水
温
度
が
高
く
な
る
と
、

台
風
が
発
生
す
る
緯
度
が
高
く
な
り
、
日
本

に
向
か
っ
て
北
上
す
る
も
の
が
多
く
な
り
ま

す
。
し
か
し
、
日
本
付
近
は
強
く
張
り
出
し

た
太
平
洋
高
気
圧
に
守
ら
れ
て
、
日
本
に
近

づ
く
も
の
は
少
な
い
傾
向
で
す
。

　

９
月
以
降
、
太
平
洋
高
気
圧
の
勢
力
が
弱

ま
っ
て
く
る
と
、
こ
の
ふ
ち
を
回
り
込
む
よ

う
に
日
本
付
近
を
通
る
よ
う
に
な
り
、
日
本

に
被
害
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
た
だ

し
、
日
本
か
ら
遠
く
離
れ
た
台
風
で
も
、
日

本
付
近
に
梅
雨
・
秋
雨
前
線
な
ど
が
停
滞
し

て
い
る
場
合
、
台
風
か
ら
の
湿
っ
た
空
気
が

前
線
を
刺
激
し
、
大
雨
を
も
た
ら
す
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

「
今
の
時
期
、
台
風
は
近
づ
か
な
い
か
ら

大
丈
夫
」
な
ど
と
安
心
せ
ず
、
台
風
が
発
生

し
た
場
合
、
気
象
庁
が
発
表
す
る
台
風
情
報

や
大
雨
情
報
に
十
分
注
意
し
て
、
早
め
の
対

策
を
と
る
よ
う
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

問い合わせ先

　役場総務課防災安全室

台
風
の
進
路
と
降
雨
の
関
係

7月
8月

9月

6月

10月

6月

10月

11月

11月

12月

【台風の月別の主な経路】

（実線は主な経路、破線はそれに準ずる経路）

テ
ー
マ
は
〝
食
事
〞

　

本
町
の
介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
者
数

は
１
１
６
２
人
（
今
年
３
月
31
日
現
在
）

で
、
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

介
護
を
行
う
人
の
中
に
は
「
今
の
方
法

で
い
い
の
か
な
」、「
だ
れ
に
も
つ
ら
さ
が

分
か
っ
て
も
ら
え
な
い
」、「
い
つ
ま
で
続

く
の
か
」
な
ど
、
不
安
を
抱
え
て
い
る
人

も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
う
し
た
悩
み
を
持
つ
皆
さ
ん
が
集
ま

り
、
不
安
を
分
か
ち
合
っ
た
り
、
正
し
い

知
識
を
学
ん
だ
り
す
る
「
ら
く
楽
介
護
教

室
」
を
今
年
も
開
催
し
ま
す
。

　
今
回
の
テ
ー
マ
は
〝
食
事
〞

　

「
食
べ
や
す
い
も
の
を
作
る
の
が
大
変
」、

「
よ
く
む
せ
た
り
、
飲
み
込
み
づ
ら
そ
う
」、

「
食
べ
や
す
い
道
具
が
あ
れ
ば
」
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
不
安
や
疑
問
を
お
持
ち
で
は

な
い
で
す
か
。

　

今
回
は
、
食
事
す
る
姿
勢
や
福
祉
用
具

な
ど
に
つ
い
て
、
但
馬
長
寿
の
郷
か
ら
理

学
療
法
士
を
招
い
て
次
の
内
容
で
学
び
ま

す
。

　

ま
た
、
レ
ト
ル
ト
食
品
の
食
べ
比
べ
も

行
い
ま
す
。

【
第
１
回
】

　

・
と　

き
…
８
月
30
日
（
木
）

　

・
と
こ
ろ
…
香
住
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
第
２
回
】

　

・
と　

き
…
11
月
15
日
（
木
）

　

・
と
こ
ろ
…
村
岡
リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー

※
第
１
・
２
回
共
通

　

・
時　

間
…
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

　

・
参
加
費
…
１
０
０
円

　

・
内　

容

　
　
　

介
護
を
行
う
人
の
健
康
相
談

　
　
　

 

高
齢
者
の
お
い
し
い
を
考
え
る

　
　
　

（
食
べ
や
す
い
食
事
と
調
理
方
法
）

　
　
　

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
体
操
の
紹
介

　
　
　

交
流
茶
話
会

　

・
申
込
方
法

　
　

 　

開
催
１
週
間
前

ま
で
に
当
セ
ン

タ
ー
に
電
話
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

通通信
●問い合

わせ先

　いきい
き相談セ

ンター（
役場福祉課

内）

　℡ 07
96・36

・4004
（直通）

いきいき
ら
く
楽
介
護
教
室

ら
く
楽
介
護
教
室  

を
開
催
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も
っ
と
『
学
ぼ
う
』

も
っ
と
『
遊
ぼ
う
』

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク

●
問
い
合
わ
せ
先

　

・
役
場
観
光
商
工
課

　

・
香
美
町
海
の
文
化
館　

　
　

℡
０
７
９
６
・
36
・
４
６
７
１

救
命
法
を
学
び

人
に
優
し
い
ジ
オ
パ
ー
ク
マ
ス
タ
ー
へ

普
通
救
命
講
習
会

　

町
内
の
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
の
Ｐ
Ｒ
を

行
っ
て
い
る
香
美
町
ジ
オ
パ
ー
ク
マ
ス
タ
ー

（
香
美
町
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会
が
認
定
、

２
２
０
人
）
を
対
象
に
し
た
普
通
救
命
講
習

会
が
７
月
11
日
、
香
住
文
化
会
館
で
行
わ
れ
、

約
20
人
が
参
加
。
美
方
広
域
消
防
本
部
職
員

を
講
師
に
招
き
、
応
急
処
置
や
心
肺
蘇
生
法

を
学
び
ま
し
た
。

　

観
光
客
の
皆
さ
ん
に
安
心
し
て
ジ
オ
パ
ー

ク
を
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
、
緊
急
時
の
対

応
を
学
ぶ
た
め
に
同
協
議
会
が
企
画
し
た
こ

の
講
習
会
。
傷
口
に
ハ
ン
カ
チ
や
タ
オ
ル
な

ど
を
重
ね
て
当
て
る
直
接
圧
迫
止
血
法
や
、

担
架
が
な
い
時
に
毛
布
を
利
用
し
て
救
急
患

者
を
搬
送
す
る
方
法
な
ど
、
身
近
な
も
の
を

使
っ
て
で
き
る
応
急
処
置
の
ほ
か
、
Ａ
Ｅ
Ｄ

の
使
用
方
法
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

　

講
師
に
対
し
て
多
く
の
質
問
が
出
さ
れ
、

予
定
し
て
い
た
講
習
時
間
を
オ
ー
バ
ー
す
る

ほ
ど
、
参
加
者
は
熱
心
に
講
習
を
受
け
て
い

ま
し
た
。

　

ジ
オ
パ
ー
ク
、
そ
し
て
観
光
客
の
皆
さ
ん

に
優
し
い
ジ
オ
パ
ー
ク
マ
ス
タ
ー
。
あ
な
た

も
今
後
予
定
さ
れ
て
い
る
講
習
会
を
受
講
し

て
、
そ
の
仲
間
入
り
を
し
ま
せ
ん
か
。
問
い

合
わ
せ
や
申
し
込
み
は
、
役
場
観
光
商
工
課

ま
た
は
香
美
町
海
の
文
化
館
ま
で
お
願
い
し

ま
す
。

【
今
後
の
ジ
オ
パ
ー
ク
マ
ス
タ
ー
講
習
会
】

　

・
８ 

月
23
日
（
木
）
午
後
２
時
〜
４
時
、

村
岡
区
中
央
公
民
館

　

・
12 

月
16
日
（
日
）
午
後
７
時
30
分
〜
９

時
30
分
、
香
住
区
中
央
公
民
館

▲毛布を使った救急搬送に挑戦する参加者

　賢い消費者になりましょう！

消 生 活費 相談

～ 身近な製品 正しく安全に使うために ～

　便利で快適な暮らしを求めて購入した

はずのさまざまな製品。しかし、そうし

たものには「製品事故」の危険が潜んで

いる場合があります。

　製品の欠陥や修理ミスなど、製品その

ものが原因の場合もありますが、誤使用

や不注意による事故も後を絶ちません。

　身近な製品に潜む危険を知り、取扱説

明書をよく読んで正しく使用しましょう。

　また、長期間使用

している製品は、定

期的に点検を行いま

しょう。

【夏場に注意が必要な〝製品事故〟】

◇ 直射日光の当たる場所や、車内に置いたライ

ターが高温になり破裂

◇ 長年使用していた扇風機の部品が異常発熱、火

花が発生して周囲のほこりに引火

◇ カセットこんろの五徳を不注意で裏返したまま

何回か着火しようとしたら、ボンベが爆発

◇ 熱湯を入れてはいけない冷水筒に、間違って熱

湯を入れてふたをしたら、内圧が上昇し破裂

※ 上記のほかにもさまざまな製品事故がありま

す。独立行政法人 製品評価技術基盤機構ホー

ムページ（http://www.nite.go.jp/）に掲載され

ていますので、ぜひご確認ください。

ために

相談は

　こちらへ…

役場消費生活相談窓口（町民課内）
　℡ 0796・36・1941（直通）
たじま消費者ホットライン
　℡ 0796・23・1999
※相談無料で秘密は厳守 !!
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【主なマークの意味】

…支援…お知らせ …募集 …開催 …医療 …防災…生活 …健康 …福祉 …その他

みなさんに

にじゅうまる

募金な
どへのご

協力ありがとうござました
第 35 回第 35 回

    香住ふるさとまつり香住ふるさとまつり

　香住区内の各世帯にお願いしました住民協賛金と

当日、呼びかけた募金の総額は、2,994,508 円で
した。

　また、花火大会終了後の清掃ボランティアにも多

数のご尽力をいただきました。

　多くの皆様にご理解とご協力をいただき、誠にあ

りがとうございました。　　

●問い合わせ先　第35回香住ふるさとまつり総合委員会

　　　　　　　　（役場観光商工課内）

緑緑の募金

　今年度の緑の募金は、町全体で　今年度の緑の募金は、町全体で 1,361,287 円1,361,287 円
でした。多くの皆さんにご協力いただき、誠にありでした。多くの皆さんにご協力いただき、誠にあり

がとうございました。がとうございました。

　この募金は、森林整備をはじめ森林ボランティア　この募金は、森林整備をはじめ森林ボランティア

活動や町、集落、学校の緑化活動など、緑豊かな個活動や町、集落、学校の緑化活動など、緑豊かな個

性ある町づくりに役立てる計画となっています。性ある町づくりに役立てる計画となっています。

　なお、緑化事業をご希望の集落はご相談ください。　なお、緑化事業をご希望の集落はご相談ください。

●問い合わせ先　役場農林水産課●問い合わせ先　役場農林水産課

 おめでとうございます

 町内から表彰受賞者がありました
（順不同・敬称略）

海事関係功労者国土交通大臣表彰

　浜田興一（香住区若松）

　山中啓市（香住区一日市）

　田中 太（香住区相谷）

　吉村義美（香住区若松）

平成 23酒造年度 全国新酒鑑評会 金賞受賞

　小林壽明（村岡区神坂）

　南部孝春（村岡区熊波）

　田中万三（村岡区板仕野）

　岸 進（村岡区柤岡）

　藤澤和隆（小代区水間）

　藤澤忠治（小代区水間）

　900 日間にわたり町内で交通死亡事故が発生しな

かったとして 7月 2日、香美町が兵庫県交通安全対策

委員会（井戸敏三会長・兵庫県知事）から交通安全功

労表彰を贈られました。

　この表彰は、交通安全の啓発やその確保に功績があっ

た市町が対象となるもの。香美町は平成 21年 11月 22

日を基準日として、300 日間（平成 22年 9月 18 日ま

で）と 600 日間（平成 23 年 7 月 14 日まで）で交通

死亡事故ゼロを達成し、それぞれ同表彰を受賞。今回は、

今年 5月 10 日までの 900 日間の交通死亡事故ゼロが

対象となりました。

　今年 6月 8日に余部道路で発生した死亡事故でこの

記録は途絶えまし

たが、長瀬町長

は「痛ましい事故

が起きないように、

今後も積極的に交

通安全の啓発を行

いたい」と語りま

した。

　今後も交通マ

ナーの遵守に町民

の皆さんのご協力

をお願いします。

交通死亡事故ゼロ 900 日表彰

交通安全の意識をさらに高めていこう！

▲ 賞状を受け取った長瀬町長（写真右は賞状を
伝達した兵庫県交通安全室の三宅佳史室長）
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フェニックスサポーター

はばタン

文 

芸 

か 

み

真ま

さ

ご砂
俳
句
会　

七
月
句
会
か
ら

※ 

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
香
美
町
文
化
協
会
所
属
の
各

団
体
の
俳
句
・
短
歌
を
毎
月
掲
載
し
ま
す
。

潮
騒
の
旋
律
つ
つ
む
茄な

す子
の
花

有
田 

美
代
子

夏
草
や
見
失
い
た
る
移い

し

ょ

く

ご

て

植
鏝

小
川 

サ
ヨ
子

大
花
火
見
る
そ
れ
だ
け
の
里
が
え
り

川
端 

静
子

ゆ
う
す
げ
や
岩
の
起
伏
に
風
の
添そ

い
小
柴 

光
代

旋
回
の
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
や
卯う

な

み波
立
つ

駒
居 
君
香

土
用
波
に
立
ち
は
だ
か
れ
し
磯
見
船

髙
橋 

二
三
子

野
い
ち
ご
の
両
手
い
っ
ぱ
い
日
の
匂
い谷

脇 

政
江

夏
潮
へ
舵
い
っ
ぱ
い
の
実
習
船

長 

扶
微
子

廃
船
に
残
る
船
名
雲
の
峰

長
谷
川 

喜
美

花
と
べ
ら
屋
号
で
通
る
岬

み
さ
き
む
ら村

福
田 

恵
津
子

枇び

わ杷
熟う

れ
て
漁
期
の
終
り
の
大
漁
旗

村
瀬 

美
智
子

早さ

な

ぼ

り

苗
饗
は
今
や
簡
素
に
進
み
け
り

森
田 

淳
子

◆
定
例
会　

（
香
住
文
化
会
館
）　

　

４
〜
10
月　

毎
月
第
一
土
曜
日　

午
後
１
時
〜
４
時

　

11
〜
３
月　

毎
月
第
一
火
曜
日　

午
後
１
時
〜
４
時

（
掲
載
は
氏
名
の
五
十
音
順
）

兵庫県住宅再建共済制度

フェニックス共済フェニックス共済
　「フェニックス共済」は阪神・淡路大震災の教訓を踏

まえ、兵庫県が創設した住宅再建共済制度です。

　この制度は、住宅所有者などに加入いただき、平常時

から資金を寄せ合うことで、台風や地震などすべての自

然災害発生時に、被害を受けた住宅などの再建・補修を

支援するものです。

　いざというときのわが家の安全・安心のために、ぜひ

ご加入ください。

申し込み方法

　県内の郵便局窓口や郵送、（公財）兵庫県住宅再建共

済基金ホームページなどで申し込みください。

問い合わせ（申し込み）先

（公財）兵庫県住宅再建共済基金

〒 650-8567

神戸市中央区下山手通 5-10-1（県庁内）

℡ 078・362・9400

ホームページ https://www.jutakusaiken.jp/

区分 負担金 被害認定 給付金

住宅所有者

年額 5,000 円 半壊以上 最高 600 万円

マンション共用部分 ※ 1

年額 2,400 円 半壊以上 最高 300 万円

家財 ※ 2

年額 1,500 円 床上浸水以上 最高 50万円

※ 1負担金・給付金とも住戸数を掛けた額となります。
※ 2 住宅所有者加入と同時加入の場合、負担金を 500 円割り引きます。

制度の概要
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【主なマークの意味】

…支援…お知らせ …募集 …開催 …医療 …防災…生活 …健康 …福祉 …その他

求人情報
詳細はハローワークにおたずねください

（平成 24年 7月 20 日現在、順不同）

●問い合わせ先　ハローワーク香住　　　

　　　℡ 0796・36・0137

　

皆
様
、
残
暑
お
見
舞
い
申
し
上
げ

ま
す
。
そ
れ
に
し
て
も
暑
い
で
す
ね
。

体
調
管
理
を
し
っ
か
り
と
！
▼
さ

て
、
ギ
ラ
ギ
ラ
と
照
り
つ
け
る
日
差

し
を
忘
れ
、
し
ば
し
夜
空
を
見
上
げ

て
み
ま
せ
ん
か
。
空
模
様
が
良
け
れ

ば
、
き
れ
い
な
天
の
川
が
涼
や
か
に

輝
い
て
い
る
は
ず
▼
星
に
願
い
を
込

め
る
七
夕
。
し
か
し
、
梅
雨
時
期
で

星
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
も
。

旧
暦
で
は
、
７
月
７
日
が
秋
の
季
節

に
あ
た
り
、
今
年
は
８
月
24
日
（
新

暦
）
だ
そ
う
で
す
▼
昼
間
の
熱
気
が

和
ら
ぐ
夜
。
空
を
見
上
げ
て
、
織
女

（
お
り
ひ
め
）
と
牽
牛
（
ひ
こ
ぼ
し
）

の
伝
説
を
思
い
起
こ
し
な
が
ら
、
涼

ん
で
み
ま
せ
ん
か
（
み
う
ら
）

ー
編
集
後
記
ー

こんにちは、赤ちゃん

※ このコーナーは、先月（6/21 ～ 7/20）の届出分の内、
承諾を得た方のみ掲載しています。（届出順・敬称略）

※ このコーナーは、先月（6/21 ～ 7/20）の届出分の内、
承諾を得た方のみ掲載しています。（届出順・敬称略）

お悔やみ申し上げます

　この記事につきましては、関係者の皆

さんにホームページ上での公開承諾を得

ておりませんので、個人情報保護により

ホームページ上での掲載を控えさせてい

ただきます。

　この記事につきましては、関係者の皆

さんにホームページ上での公開承諾を得

ておりませんので、個人情報保護により

ホームページ上での掲載を控えさせてい

ただきます。
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まちからのおしらせまちからのおしらせまちのできごと ま ち の う ご きま ち の う ご き

写真でつづる
まちのできごと

Photo News
若
い
力
で
漁
業
を
盛
り
上
げ
よ
う
！

新
規
漁
業
就
業
者
激
励
会
（
６
月
25
日
、
役
場
本
庁
舎
）

　

町
内
で
漁
業
に
就
業
し
た
若
者
を
励
ま
し
、
後
継
者
の
育
成
に
つ
な
げ
よ
う
と
「
新
規
漁
業
就

業
者
激
励
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
が
６
回
目
と
な
る
激
励
会
に
は
、
昨
年
度
中
に
漁
業
に
就
業
し
た
６
人
（
但
馬
漁
業
協
同

組
合
香
住
本
所
・
柴
山
支
所
所
属
の
漁
船
に
乗
船
）
の
う
ち
、
栄え

い
し
ょ
う正

丸
（
柴
山
支
所
所
属 

沖
合

底そ
こ
び
き曳

網
漁
船
）
の
岩
本
康
平
さ
ん
（
豊
岡
市
）
と
大だ

い

に仁
丸
（
柴
山
支
所
所
属 

沖
合
底
曳
網
漁
船
）

の
山
根
真
吾
さ
ん
（
香
住
区
香
住
）
の
２
人
が
出
席
。
記
念
品
と
し
て
、
仕
事
で
使
用
す
る
作
業

用
か
っ
ぱ
や
長
靴
、
ゴ
ム
手
袋
を
長
瀬
町
長
か
ら
受
け
取
り
ま
し
た
。

　

長
瀬
町
長
は
「
町
の
基
幹
産
業
の
一
つ
で
あ
る
漁
業
を
取
り
巻
く
状
況
は
、
近
年
厳
し
い
も
の

が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、皆
さ
ん
の
若
い
力
は
と
て
も
頼
も
し
く
感
じ
ま
す
。
仕
事
は
大
変
で
し
ょ

う
が
、
体
に
注
意
し
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
激
励
。
岩
本
さ
ん
は
「
漁
師
は
と
て
も
し
ん
ど

い
仕
事
。
で
も
、
こ
の
経
験
が
必
ず
将
来
の
糧
と
な
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。
先
輩
の
指
導
を
受
け

な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張
り
た
い
」
と
力
強
く
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

▲長瀬町長から記念品を受け取る山根さん（左）と岩本さん（右）

一
足
早
い
夏
の
風
物
詩
、
涼
し
い
味
に
舌
鼓
！

第
22
回
猿
尾
滝
ま
つ
り
（
７
月
８
日
、
村
岡
区
日
影
「
猿
尾
滝
」）

　

日
本
の
滝
百
選
に
も
選
ば
れ
、
香
美
町
を
代
表
す
る
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
一
つ
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
猿
尾

滝（
村
岡
区
日
影
）。こ
の
滝
の
素
晴
ら
し
さ
を
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、恒
例
の「
猿
尾
滝
ま
つ
り
」

（
同
実
行
委
員
会
主
催
）
が
行
わ
れ
、
訪
れ
た
多
く
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

上
段
が
落
差
39
ｍ
、下
段
が
落
差
21
ｍ
の
２
段
に
な
っ
て
い
て
、周
囲
の
木
々
と
一
体
と
な
っ
て
四
季
折
々

の
姿
を
見
せ
る
猿
尾
滝
。
毎
年
、
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
祭
り
は
、
そ
の
魅
力
を
さ
ら

に
Ｐ
Ｒ
し
よ
う
と
行
わ
れ
て
い
て
、
今
回
で
22
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

カ
ラ
オ
ケ
大
会
や
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
、
子
ど
も
た
ち
に
大
人
気
の
魚
の
つ
か
み
捕
り
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
の
ほ

か
に
、
焼
き
そ
ば
や
農
産
物
の
販
売
な
ど
も
行
わ
れ
、
来
場
者
は
付
近
を
包
む
涼
や
か
な
空
気
と
と
も
に
、

し
ば
し
暑
さ
を
忘
れ
て
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

ま
つ
り
の
名
物
と
な
っ
て
い
る
そ
う
め
ん
流
し
は
、
滝
へ
続
く
遊
歩
道
沿
い
に
青
竹
を
加
工
し
て
作
っ
た

約
80
ｍ
の
と
い
を
設
置
し
、
そ
こ
に
そ
う
め
ん
を
流
し
て
来
場
者
が
食
べ
る
も
の
。
約
８
０
０
人
分
の
そ
う

め
ん
が
流
さ
れ
る
と
、
来
場
者
は
上
手
に
は
し
を
使
っ
て
す
く
い
上
げ
て
い
ま
し
た
。
豊
岡
市
か
ら
訪
れ
た

家
族
連
れ
は
「
そ
う
め
ん
流
し
は
夏
の
風
物
詩
。
こ
の
祭
り
が
来
る
と
夏
の
到
来
を
感
じ
ま
す
。
お
い
し
く

て
お
腹
い
っ
ぱ
い
食
べ
ま
し
た
」
と
満
足
そ
う
に
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

▲そうめんを待ち受ける来場者の皆さん
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大
切
な
矢
田
川
を
い
つ
ま
で
も
…

第
22
回
射
添
・
矢
田
川
ま
つ
り
（
７
月
14
日
、
村
岡
区
長
瀬
「
大お

お
な
る平

公
園
」）

　

矢
田
川
の
大
切
さ
を
感
じ
て
も
ら
お
う
と
、
恒
例
の
「
射
添

・
矢
田
川
ま
つ
り
」（
同
実
行
委
員
会
主
催
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

22
回
目
を
迎
え
た
今
回
の
テ
ー
マ
は
「
自
然
と
の
共
生
を
め
ざ
し

て
」
と
い
う
も
の
。
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
ア
ユ
の
放
流
や
魚
の
つ

か
み
捕
り
な
ど
、
川
に
親
し
む
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

射
添
小
学
校
少
年
少
女
音
楽
隊
に
よ
る
演
奏
が
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

を
飾
っ
た
後
、
同
小
６
年
生
３
人
が
環
境
作
文
を
朗
読
。「
矢
田

川
は
と
て
も
き
れ
い
な
川
。
そ
し
て
、
季
節
ご
と
に
見
せ
る
景
色

は
人
々
の
気
持
ち
を
い
や
し
て
く
れ
ま
す
。
こ
の
清
流
を
将
来
に

伝
え
て
い
く
た
め
に
も
、
ご
み
を
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
」

と
会
場
に
呼
び
掛
け
て
い
ま
し
た
。

　

実
行
委
員
会
に
よ
る
と
、
昨
年
の
台
風
な
ど
で
矢
田
川
の
形
状

が
予
想
以
上
に
変
わ
っ
て
い
て
、
魚
の
つ
か
み
捕
り
な
ど
の
会
場

準
備
に
苦
労
し
た
と
の
こ
と
で
し
た
が
、
こ
の
日
は
多
く
の
人
が

訪
れ
、
川
遊
び
や
各
種
バ
ザ
ー
な
ど
を
楽
し
み
、
時
間
を
忘
れ
て

川
の
恵
み
を
堪
能
し
て
い
ま
し
た
。

▲魚のつかみ捕りを楽しむ子どもたち

水
し
ぶ
き
を
上
げ
て
、
た
ら
い
が
進
む
！

地
域
お
こ
し
の
ヒ
ン
ト
を
学
べ
！

第
35
回
香
住
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
〝
た
ら
い
こ
ぎ
大
会
〞（
７
月
22
日
、
香
住
浜
海
水
浴
場
）

地
域
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
（
７
月
14
日
、
お
じ
ろ
ド
ー
ム
）

　

約
２
５
０
０
発
の
花
火
が
夜
空
を
虹
色
に
染
め
上
げ
た
翌
日
、
香
住
ふ
る
さ

と
ま
つ
り
２
日
目
の
名
物
イ
ベ
ン
ト
「
た
ら
い
こ
ぎ
大
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
２
人
１
組
で
た
ら
い
に
乗
り
込
み
、
沖
合
20
ｍ
に
あ
る
ブ
イ

を
回
り
次
の
組
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
。
３
組
が
リ
レ
ー
し
て
そ
の
タ
イ
ム
を
競
う

も
の
。
性
別
を
問
わ
な
い
イ
ル
カ
ク
ラ
ス
に
は
27
チ
ー
ム
が
、
６
人
中
３
人
以

上
が
女
性
で
、
必
ず
男
女
が
ペ
ア
で
た
ら
い
に
乗
り
込
む
マ
ン
ボ
ウ
ク
ラ
ス
に

は
10
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。
た
ら
い
は
水
産
物
の
加
工
な
ど
で
使
用
す
る

も
の
で
、
直
径
約
１
・
２
ｍ
、
深
さ
約
０
・
６
ｍ
。
ボ
ー
ト
用
の
オ
ー
ル
を
使
っ

て
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
ま
す
。

　

事
前
に
練
習
を
重
ね
、
み
る
み
る
沖
に
こ
ぎ
出
す
チ
ー
ム
も
あ
り
ま
し
た
が
、

ほ
と
ん
ど
の
選
手
が
真
っ
す
ぐ
進
む
の
に
一
苦
労
。
途
中
で
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し

転
覆
す
る
チ
ー
ム
も
あ
り
、
詰
め
掛
け
た
観
客
か
ら
は
大
歓
声
が
起
き
て
い
ま

し
た
。

　

地
域
に
眠
っ
て
い
る
活
力
を
目
覚
め
さ
せ
て
、
地
域
の
元
気
を
呼
び
起
こ
す
に
は
ど
う

す
れ
ば
い
い
の
か
―
―
。
そ
の
ヒ
ン
ト
を
学
ぼ
う
と
「
地
域
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
」
が
行
わ

れ
、
約
１
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
会
は
、地
域
の
意
識
改
革
や
地
域
お
こ
し
を
目
的
と
し
て
、但
馬
お
じ
ろ
ツ
ー

リ
ズ
ム
協
会
が
企
画
し
、
県
や
町
、
町
連
合
自
治
会
な
ど
の
協
力
で
実
現
し
た
も
の
。
総

務
省
地
域
自
立
応
援
課
長
に
よ
る
基
調
講
演
の
後
、
平
成
16
年
10
月
発
生
の
新
潟
県
中
越

地
震
で
復
興
に
携
わ
っ
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

中
越
防
災
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
の
青
木 
勝
氏
が
体
験

談
に
基
づ
き
講
演
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
石
川
県
羽は

く

い咋
市
の
高
野
誠じ

ょ
う
せ
ん鮮

氏
が
「
限
界
集
落
か
ら
の
脱
却
」
と
題
し
て
、

集
落
を
や
る
気
に
さ
せ
て
、
元
気
を
引
き
出
す
手
法
な
ど
を
紹
介
。
熱
心
な
説
明
に
、
来

場
者
は
真
剣
な
表
情
で
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

高
野
さ
ん
は
「
香
美
町
は
地
域
資
源
の
宝
庫
。
そ
れ
を
生
か
せ
ば
必
ず
成
功
し
ま
す
。

あ
と
は
皆
さ
ん
の
や
る
気
次
第
」
と
期
待
を
込
め
て
い
ま
し
た
。

▲ゴールを目指して全力でオールをこぐ選手

▲地域おこしについて講演する高野氏
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役場各課など
主な施設の連絡先

〒
669 -6592　

兵
庫
県
美
方
郡
香
美
町
香
住
区
香
住
870の

１

TEL 0796・
36 ・

1111　
FAX 0796・

36・
3809

電
子
メ
ー
ル
　
info@town.mikata-kami.lg.jp

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
　
http://www.town.mikata-kami.lg.jp

役場本庁舎　　36・1111( 代表 )

　総　務　課　36・1111

　財　政　課　36・1942

　企　画　課　36・1962

　税　務　課　36・1113

　会　計　課　36・4321

　町　民　課　36・1110

　  消費生活相談　36・1941

　健　康　課　36・1114

　福　祉　課　36・1964

　農林水産課　36・0846

　観光商工課　36・3355

　建　設　課　36・1961

　上下水道課　36・0420

　議会事務局　36・1963

村岡地域局　　94・0321( 代表 )

小代地域局　　97・3111( 代表 )

町教育委員会　94・0101

　香住区中央公民館

　　（香住区生涯学習センター）

　　　　　　　36・3764

　村岡区中央公民館

　　　　　　　98・1366

　小代地区公民館

　　（小代区地域連携センター）

　　　　　　　97・3966

公立香住病院　36・1166

公立村岡病院　94・0111

香住文化会館　36・1026

香住老人福祉センター36・5008

村岡老人福祉センター98・1000

小代高齢者生活支援センター97・2202

（すべての施設の市外局番：0796）

◇
問
い
合
わ
せ
先　

町
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

ふ
る
さ
と
香
美
（
第
89
号
）
平
成
24
年
8
月
9
日
発
行

発
行
／
兵
庫
県
香
美
町
　
企
画
編
集
／
企
画
課

まちのうごき

（平成 24 年 7 月 1 日現在）

合　計　20,357 人（－  37）

　男　　 9,717 人（－  11）

　女　　10,640 人（－  26）

世帯数  6,836 世帯（－　4）

カッコ内は前月比

神
像
と
向
か
い
合
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た

　

宮
田
さ
ん
が
修
復
作
業
で
最
も
難
し
い
と
感
じ
る
の
は

「
文
化
財
が
現
在
ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ
る
か
」
を
判
断
す

る
瞬
間
と
の
こ
と
。「
こ
れ
を
間
違
え
る
と
、
今
後
の
作
業

に
影
響
を
与
え
る
ば
か
り
で
な
く
、一
番
の
目
的
で
あ
る『
文

化
財
を
未
来
に
伝
え
て
い
く
』
こ
と
に
さ
え
影
響
を
及
ぼ
し

ま
す
」
と
力
説
さ
れ
ま
す
。

　

作
業
当
初
に
は
「
こ
の
掛
け
軸
を
見
た
と
き
、
赤
っ
ぽ
い

こ
と
が
気
に
な
り
ま
し
た
。
表
面
の
顕
微
鏡
調
査
や
裏
打
ち

紙
（
絹
に
描
か
れ
た
絵
を
維
持
す
る
た
め
に
裏
か
ら
張
っ
て

い
る
紙
）
の
除
去
を
通
し
て
、
そ
の
裏
打
ち
紙
に
色
が
塗
ら

れ
て
い
る
た
め
だ
と
気
付
き
ま
し
た
。
こ
の
掛
け
軸
は
大
変

珍
し
く
、
貴
重
な
も
の
」
と
驚
か
れ
た
そ
う
で
す
。

　

「
細
か
い
作
業
が
好
き
で
こ

の
仕
事
を
選
び
ま
し
た
」
と
語

る
宮
田
さ
ん
で
す
が
、
仕
事
を

通
し
て
分
か
っ
た
こ
と
は
、
文

化
財
の
状
態
を
調
査
・
分
析
し
、

そ
の
結
果
を
基
に
所
有
者
や
関

係
者
と
協
議
を
行
い
な
が
ら
、

作
業
の
方
向
性
を
決
定
す
る
こ

と
が
大
変
重
要
で
あ
る
と
い
う

こ
と
。
つ
ま
り
「
人
と
人
の
対

話
な
く
し
て
文
化
財
の
修
復
は

な
し
え
な
い
」
と
い
う
強
い
信
念
を
持
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

掛
け
軸
の
修
復
を
終
え
た
宮
田
さ
ん
は
、
最
後
に
こ
う
結

ば
れ
ま
し
た
。

　

「
こ
の
作
品
が
、
約
７
０
０
年
の
時
を
経
て
現
在
ま
で
伝

わ
っ
た
の
は
、
人
の
『
思
い
』
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
。
大
事

に
し
た
い
、
次
の
世
代
に
伝
え
渡
し
た
い
と
い
う
強
い
思
い

が
な
け
れ
ば
今
日
ま

で
伝
わ
ら
な
か
っ
た

こ
と
で
し
ょ
う
。
今

後
、
こ
の
作
品
に
関

わ
る
人
々
も
そ
う
し

た
『
思
い
』
を
持
ち

続
け
て
、
さ
ら
に
大

切
に
し
て
い
た
だ
け

る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

今
回
の
修
復
作
業
を

通
し
て
、
そ
う
し
た

『
思
い
』
に
触
れ
る

こ
と
が
で
き
、
ま
た

私
も
こ
の
作
品
に
関

わ
る
こ
と
が
で
き
た

こ
と
を
、
大
変
感
謝

し
て
い
ま
す
」

　

ふ
る
さ
と
香
美
第
70
号
（
平
成
23
年
１
月
13
日
発
行
）
で

ご
紹
介
し
た
掛
け
軸
「
絹
本
著
色
釈
迦
十
六
善
神
像
」
が
修

復
を
終
え
、
黒
野
神
社
（
村
岡
区
村
岡
）
に
戻
り
ま
し
た
。

　

修
復
が
行
わ
れ
た
の
は
、
日
本
全
国
の
国
宝
や
重
要
文
化

財
が
持
ち
込
ま
れ
る
京
都
国
立
博
物
館
の
文
化
財
保
存
修
理

所
。
こ
こ
で
は
、
高
度
な
文
化
財
修
復
技
術
を
認
め
ら
れ
た

民
間
会
社
数
社
が
、
そ
の
一
室
を
借
り
て
作
業
に
当
た
っ
て

い
ま
す
。

　

今
回
、
絹
本
著
色
釈
迦
十
六
善
神
像
の
修
復
を
担
当
し
た

の
は
、
大
正
13
（
１
９
２
４
）
年
設
立
の
株
式
会
社
光
影
堂

に
勤
務
し
、
文
化
財
修
復
に
長
年
携
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
宮
田

隆
夫
さ
ん
。
約
２
年
間
に
わ
た
り
、
絹
本
著
色
釈
迦
十
六
善

第
25
回

修
復
を
終
え
た
国
指
定
重
要
文
化
財

絹
け

ん

ぽ

ん本
著

ち

ゃ

く

し

ょ

く色
釈し

ゃ

か迦
十

じ

ゅ

う

ろ

く

ぜ

ん

し

ん

ぞ

う

六
善
神
像

▲修復前（左）と修復後（右）

▲

実物を前にしての入念な協議（写真奥が宮田さん）


